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私が ロン ドンに滞在 していた とき、あ る日本の ビジネスマンか ら人類学への期待 として、

次の ような話 を聞かされた。 クツを世界中で販売 している二人の 日本人商社マ ンが、アフ

リカの奥地 にやってきた。 そこで彼 らが発見 したのは、今なお裸足 の人々であった。そ こ

で一人 の商社マ ンは考 えた。彼 らはクツを必要 としないか ら売れ るはずがない。 しか しも

う一人は反対 に彼 らがクツを履 いてい ないか らこれ は売れるぞ と。 さあどっちが本 当か。

それに答 を出 して くれ るのが、現地を知 ってい る人類学者 ではないか、 といった話であっ

た。 この ビジネ スマ ンが この話を笑い話で私 に語 ったのか、ま じめに語 ったのだろ うか。

私には後者の ような記憶があ ります。

開発の文脈で語 られ る人類学者 の役割 もこの話 となんだか似 ているような気 がする。そ

こで考 えて欲 しい のは、 この話にごまか しがある とい うことである。 もし現地 の人々がク

ツを要 らない と考えていた とした ら、 この商社マンた ちはそのまま 「そ うです か」 と引き

下がるだ ろ うか。私 にはそ う思 えない。彼 らは人々が クツを買 うよ うに色々 と策 を練るだ

ろう。彼 らが クツを欲す るように仕 向け、その身体をクツに慣れ る ように変容 させるだろ

う。強制するのではな く、彼 らが 自らの意志に もとついて、 自らの欲望に忠実 に従った結

果 、クツを求めるよ うにする。人類学者の真の役割 も、 この あた りのプ ロセ スに関わって

くるのではないだろ うか。要は欲 しくな くても、欲 しくして売ろ うとい う関係 が固定 され

ているわ けで、それ を固定 しているのは様 々な力です。

文化相対主義 も同 じよ うな観点か ら考 えることができます。例えばイ ギ リスの場合、ロ

ン ドンはマルチ ・レイ シャル な都市と考 えられています。そ こか ら民族 によって差別 して

はいけない とい うことが支配的な言説 と して出て きますが、 ロン ドンの少数 民族、イン ド

人やカ リビアンにたい して、 「あなたたち も差別 を してはいけない」とは言わないわけで

す。少数民族 には彼 らが差別す ることを容認する 「文化相対主義 」を認め、支配的な 白人

には 「差別す るな」とい う絶対主義的倫理 を押 しっ けます。

先 ほ ど太 田さんが青木保 さんを引用 しつつ、文化相対主義 とい うのは非常に悪い形で出
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てい る、つま り、民族のエ ゴとして悪用 され るとい う話を出 してきま した。それは何 を言

っているのか とい うと、結局差別 はす るな とい う絶対主義と、差別 も少数民族の文化 な ら

容認する とい う文化相対主義の使 い分けを保証 してい る権力 システムが崩れて きた とい え

るか と思います。っま り、ロン ドンでいえば、 「白人はみないい子 にしま しょ う、少数民

族の人 たちは 自分 たちの伝統(差 別意識)を 守って下 さい」 といった一種のダブルス タン

ダー ドが あった。それは、極端なことをい えば、白人の方が少数民族 を差別す るような自

文化 の押 しつ けはダメだけれ ど、少数民族 の人たちにはたとえそれが差別 であって も、彼

らの文化の伝統 として認 めま しょうとい う二つのテーゼの使い分 けがあった。 ところがそ

れが崩れてい るのではないか。そ うして多数派 も少数派に保証 していた相対主義を取 り入

れ ることで、差別 を正当化 してしまってい る。

ところが、開発の現場 ではどうで しょうか。そ こでは、開発す る側 と開発 される側、あ

るいは先のエ ピソー ドに引きつければ売る側 と売 られる側 とい う力関係 はまだ固定されて

いる ように思われます。 そ うする と、文化相対主義の使 われ 方 とい うのは割 と旧態依然 と

してい るのではないで しょうか。 けれ ども、 こうした力の非対称関係 は本 当に隅々まで及

んでい ると断言 できるので しょうか。

ここで冨山 さんの話 に結びっけて考えます と、 フィール ドにおける支配/被 支配の問題

は決 して一面的ではないわけですね。 そこで開発す る/開 発 され るとい う非対称 関係 と、

文化人類学者が フィール ドに入 って、現地の人 と関係す る、その関係の仕方にやは りズ レ

があるのではないで しょ うか。そ こに、近代化に抵抗す る身体の問題(身 体的存在 として

の人類学者)と か、個人の問題 とかが入 って くる。

そ うした実感 を持っているに もかかわ らず、この ようなセ ミナーでの討論 にな ります と

非常に一般的 な話になって しまいます。例 えば00さ んは怠 け者であるとい うコメン トが

ある とします。そ こに 「00さ んは 日本人だか ら」 とい う説 明に移 るか移 らないかとい う

選択は どこで決まって くるので しょ うか。 そ こにはや は り個人 を類 として とらえて しま う

力の作用を見 ることができそ うです。 この辺 りの ことをもう少 し深めれば、太 田さんの指

摘 した文化相対主義の問題点や、渡辺 さんのお っしゃった、ザイール とかカメルーンの話

と市民社会 についての議論 と結びっいてくるのではないで しょうか。
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